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３　事務事業の概要

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

　職員をＪＣに派遣し、その派遣中の活動経費を負担する。職員

目会計 款

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）
４　事務事業の対象・手段・意図

01職員研修費（職員研修費(企業等(JC)派遣研修））

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

記入者名

01
項

18

02

総合計画上の
位置付け

基本方針

事務事業名

人材育成基本方針、研修基本方針、出水市企業等派遣研修実施要綱

時代の変化に対応した行政運営体制の構築

平成２３年度　実施計画作成・事務事業評価（事後評価）シート

総務課 205内線

実施計画
１　基本事項

髙橋部等名 政策経営部 課等名

　職員を(社)さつま出水青年会議所に派遣し、同会議所のメンバーとともに夏祭り等のイベントや地域活動を実体
験することにより、職員の意識改革と資質の向上を図り、市政の効率的な執行に資することを目的とする。
　また、同会議所のメンバーには商工業者が多く、後継者でもあることから、職員の今後の人脈づくりに役立てる
ことができる。

　職員２人をＪＣに派遣す
る。

251千円

　職員２人をＪＣに派遣す
る。

300千円

　職員２人をＪＣに派遣す
る。

300千円

　職員２人をＪＣに派遣す
る。

300千円

人材育成基本方針見直し事業

006

平成

細目
根拠法令・条例、関連計画等

01

事業期間

施　　策

細 施 策

健全で効率的な行財政運営を推進するまちづくり

　予算細々目名

時代に即応する人材の育成

平成 年度年度

H22年度の事業概要 H25年度の事業計画
H23年度の

事業概要・計画
H24年度の事業計画

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

　民間の事業実施のノウハウを学ぶことにより柔軟な発想や行動力を身に付けさせるとともに、豊富な人脈を持た
せたい。



085

※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

二次評価と同様に継続とする。

　廃止・休止した場合の影響はありますか

な　い

２　評　　　価

成
果
指
標

活
動
指
標

24年度

②

理由

①

有
効
性

　成果指標を向上させる余地はないですか

理由

　類似の研修制度がほかにないため、民間人とともに活動することによる人材育成、研修を通じた
人脈の形成が困難になる。□ な　い

■

あ　る

　成果は、将来の職務遂行によって徐々に発揮されるものであり、直ちに顕現するものではないた
め、指標の設定が困難である。□ あ　る

目標
25年度
目標

そ
の
他

　他の市町村では、実施している事業ですか

　現在、県下１９市中本市を含め、９市が実施している。

　計上されている経費は、活動に係る実経費であり、職員を派遣している以上支出を余儀なくされ
る。

■

□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）
効
率
性

■

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか

■ な　い 理由

□ 

な　い 理由

　職員を対象とした類似の制度はない。
□ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

□ は　い 理由

いいえ

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）

　方向性の理由、改善案等

民間で実体験しながら学ぶ研修は他にはなく、また、今後の人脈形成の
面からも効果的な研修であるため継続とする。

職員の資質向上を図るため継続とする。また、同様の事業効果として過
去に実施した民間研修の実施を検討する。

23年度22年度
目標

区分
最終目標

年度

事務事業評価（事後評価）

実績 目標値

１　指標の推移

指 標 名 単位

人 2派遣職員の数

　今後の方向性（総合評価）

①

②

2 2 2


